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令和３年度第２回向日市地域公共交通会議 会議録 

 

日 時  令和３年８月 12 日（木） 午前 10 時 50 分から正午まで 

場 所  市役所議会棟 １階第１委員会室 

出席者  （委 員）22 人中 17 人出席 

     安田市長（会長）、野津委員、阪本委員（代理：町田氏）筒井委員、 

市田委員、多田委員、鈴木委員、岡﨑委員、清水委員、藤田委員 

上崎委員、金澤委員、宇野委員（議長）、田中委員（代理：藤尾氏）、 

佐野委員、野口委員、尾田委員 

（事務局） 

     福岡建設部長、小川公園交通課長、山口同課主席係長、高野同課主査 

傍聴者  ３人 

次 第  １ 開会 

     ２ 会長あいさつ                                       

     ３ 議事 

       （１）公共交通の現状について 

       （２）コミュニティバスの継続運行等について 

       （３）その他 

         ４ 閉会 

 

 １ 開会 

 

 ２ 会長あいさつ 

    皆様おはようございます。 

本日お忙しい中、そして非常に足元の悪い中、お集まりいただきましてありがと

うございます。また日頃から本市の公共交通全般につきまして皆様にご意見をいた

だいておりますことに心から感謝を申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の影響が続いている中で、公共交通だけに限らず、人

流が途絶えており、ぐるっとむこうバスについても厳しい状況が続いております。 

 しかし、本市として、移動の手段を確保することは非常に重要だと以前から考え

ておりますので、皆様のご理解とご助言を賜りたいと思います。  

また、書面会議にて 10 月からの継続運行をご承認いただきましたことに重ねて御

礼を申し上げます。 

路線バスの縮小の動きが全国的に見られる中ではありますが、本市を走る路線バ

スにつきましては、継続運行の希望をずっとお伝えしております。しかしながら路

線バスには民間企業としての経営上の問題等もあるかと存じます。 

そういった中で、私どもの使命はコミバスで少しでも皆様の移動のお役に立てる
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こと、また、これがコミバスを運行させた経緯でもあります。ですので、今後もコ

ミバスをしっかりと市民の皆様に乗っていただいて、継続運行をできるようにと思

っております。 

今後も運行時間やルートや料金などを含めまして、様々なご提案やご意見をいた

だきたく存じます。 

 

 ３ 議事 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

委 員 

 

 

 

  事務局 

 

（１）公共交通の現状について 

まず本市のコミュニティバスの状況をご説明する。 

コミバスの運行実績について、令和２年度は、１年間で北ルートが

3,118 人、南ルートが 8,222 人、南北合わせて延べ 1 万 1,340 人の利用が

あった。 

これを１便当たりで平均すると、北ルートは１便当たり 1.8 人、南ル

ートは１便当たり 4.8 人となった。 

令和元年度より若干減少しているが、令和２年４月に新型コロナウイ

ルス感染症にかかる緊急事態宣言が発出されたことを受け、利用が年間

を通して大きく減少している。 

次に、南北ルート合わせた年間の事業費について説明する。 

令和２年度における、本市コミュニティバスの総事業費は 2,704 万

5,896 円である。その内訳は、車両購入等費用と、運行に係る市の負担額

に分かれており、令和２年度の市の負担額は 1,945 万 7,050 円である。 

これを乗客 1 人当たりで割ると 1 人当たり 1,716 円、人口で割ると市

民 1 人当たり 339 円である。 

次に、今年の３月 10 日から導入したプレミアム乗車券と、南ルートに

おける交通系ＩＣカードの利用状況について説明する。北ルートでは、

およそ半数の方に、プレミアム乗車券をご利用いただいており、南ルー

トでは、プレミアム乗車券とＩＣカードを合わせると４割以上の方にご

利用いただいている。 

市では、プレミアム乗車券を利用いただいている方は固定的にご利用

いただいている方であると捉えている。 

 

コミュニティバスにおける向日市の状況について、なにかあればご発

言いただきたい。 

 

プレミアム乗車券について、市役所以外の販売場所について伺いたい。 

また、販売場所や販売金額など、もっと宣伝していく必要があるので

はないか。 

 

 プレミアム乗車券の販売場所について、都タクシー向日町営業所と阪
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議 長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

急バス向日出張所の２か所に設けているが、向日市役所では取り扱って

いない。 

ご意見をいただいたように、市民の皆様に十分にお伝えできていない

ため、今後も広報誌等での周知に、より努めてまいりたい。 

 

車内でプレミアム乗車券のアナウンスをしてもよいかと思う。また、

市のホームページでも公共交通の問題を取り上げた方がよいと思う。 

 

次に地域交通を取り巻く環境について、関係機関及び事業者から現況

を報告してもらう。 

 

国全体での公共交通を取り巻く現況について説明する。 

平成 16 年から平成 26 年の 10 年間で高齢者の免許非保有者数が約 100

万人増えており、また、公共交通の減少に伴う生活への不安を感じる高

齢者が多いことから、高齢者の方々の足の確保は非常に重要なテーマと

なっている。 

一方、路線バス事業に関して、輸送人員は軒並み下落傾向で、特に地

方部の減少は激しい状態となっており、全国の約７割のバス事業者は一

般路線バス事業の収支が赤字である。 

また、路線バスの廃止キロ数の推移について、年々減少しているが、

資料 7 ページ目に記載している廃止キロ数は路線の廃止に伴う減少キロ

数であり、減便による減少は含まれていないため、実際にはさらに減少

している。 

次に、公共交通に関わる自治体の状況について、地域公共交通を専任

している担当者の人数には、人口別でみると地方部になるほど、専任し

ている職員がほぼいない状況である。 

さらに、地域交通の確保のための特別交付税交付額は９年間で約 50％

増加している。 

つまり、自治体が交通を維持するためにかけるお金が年々増加してい

るということである。 

 

阪急バスにおいては、収入について年々確実に下がってきており、1995

年度を 100 とすると 2010 年度は 73 まで落ち込んだが、走行距離は 90 を

維持しており、走行距離の減少に比べて乗客数の減少が激しい。 

その後は輸送力の削減を行ったものの 2019 年度は、収入が 57 まで落

ち込んだが、走行距離は 64 と、極力輸送力は維持してきた。 

次に、新型コロナウイルス感染症の一般路線バスの運送収入への影響

について、2020 年の３月から顕著に影響が出だし、最初に緊急事態宣言

が発出された昨年の４月、５月は、ほぼ半減の状態であった。 

それ以降徐々に回復し、昨年の 10 月は 15％程度のマイナスまで回復し
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

たものの、２度目や３度目の緊急事態宣言の発出が影響し、今年度に入

ってもマイナス幅が改善することなく、今年６月に至っては昨年６月を

も下回ってしまう非常に厳しい状況となっている。 

感染症拡大や利用者減少が続く中でも、路線バス事業は市民生活に不

可欠な事業であり、国からも事業継続要請を受けていることから、一部

減便はあったが、基本的にはバス運行を継続している。 

しかし、運行に伴う必要経費は、このような時でも同様にかかってお

り、減収額がそのまま利益額の減少や赤字額の蓄積に繋がってしまうと

いう事業形態である。 

そのため非常に経営が厳しく、2020 年度の運送収入は 30％程度減少し

ており、その 30％がそのまま赤字額となっている。今後もテレワークの

定着や高齢者の出控え等によって利用者が回復しないと路線バスの運行

維持がますます厳しくなる。 

このような状況に対して、新型コロナウイルス感染症の影響による収

益の悪化への対応として、今後輸送力の見直し等も考えなければいけな

いが、路線バスの運行維持のための各種施策を行っていくことが必要だ

と考えている。 

最後に、公共交通を守っていくことは、皆様のご利用が一番大事であ

り、ご利用していただくための動機づけ等、皆様のお力添えをいただき

たいと考えている。 

 

京阪京都交通は、京都市・亀岡市・南丹市にて運行しており、路線バ

スについては、100 両程度を有するバス会社である。2005 年度の開業以

来、黒字経営を維持してきたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

によって、沿線学校の休校や外出の自粛、昨年は２度にわたる緊急事態

宣言などで運休や減便を余儀なくされ、2020 年度は運送収入が前年度と

比較して３割程度の減収となり、開業以来初めての赤字経営となった。 

今年度に入っても、お客様のご利用が戻っていない状況であり、京都

市内を中心に、土曜日や日曜日に一部の便を運休するなど、依然厳しい

状況が続いている。 

直近の状況は、2019 年度、新型コロナウイルス感染症前と比較しても、

まだ３割程度の減少が続いており、平日で３割程度、土曜日や日曜日で

５割程度の減収となっている。 

京都においては新型コロナウイルス感染症が拡大傾向にあり、バス利

用に大きな影響が懸念され、今後も非常に厳しい経営が続くものと見込

まれる。 

 

タクシー業界の現状について説明する。 

本年６月は、新型コロナウイルス感染症が拡大する前と比べて、収入

が約 60％減少しており、このような状況が約１年半続いている。 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

京都は、観光需要も大きいが、もう一つ大きいのが緊急事態宣言にお

ける人流の抑制や、酒類提供の自粛による夜間の乗客の減少により売上

が無くなってしまったことである。 

タクシー業界は１日の昼夜を問わず24時間で売上が構成されているた

め、その半分の夜間の分が無くなってしまったと理解してもらいたい。 

経営状況は瀕死の状態であり、会社として存続できないところまでき

ているので、廃業や買収される会社も出てきている。 

タクシー運転手の給料も概ね歩合連動型であるため営業収入の減少と

同じく６割減っている。多くの運転手が最低賃金の水準で働いており、

14 万円くらいで何とか凌いでいる。 

一方、休業して雇用調整助成金を休業手当に充てる手法もあるが、使

いすぎると労働力として生産性がどんどん下がっていき、なかなか職場

復帰ができなくなる。運転手の確保はコロナ禍以前から難しい状況であ

る。 

新型コロナウイルス感染症が終息する頃には会社が無くなっているの

ではないか、また、こんな状況が 11 月や 12 月まで続くと、国から補助

金や休業補償も無いため、かなり事業者数が減ってしまうのではないか

と懸念している。 

タクシー業界としても、何とか地域の公共交通を止めることなく継続

した運行を続けているが、そろそろ皆様に乗車いただかないと厳しいと

ころまできている。 

新聞報道等で飲食店や観光に携わる業界等の状況はご存知かと思う

が、公共交通事業者の現状をお伝えする機会が無かったのでこの会議で

ご説明できたのは非常に価値があると思う。 

 

コミュニティバスは、地域でのビジネスを継続し、地域を熟知されて

いる公共交通事業者がいるから走らせることができている部分もある。 

 公共交通の課題はコミュニティバスだけではなく、公共交通事業者を

どのように支援するかが会議のもう一つの大きな課題であることから、

このような情報を市民へ情報発信していく必要がある。 

地域交通を取り巻く環境について、なにかあればご発言いただきたい。 

 

都タクシー株式会社について、アプリを使用することでタクシーをす

ぐ配車できると聞いた。このアプリをもっと宣伝すれば良いのではない

か。 

 

お客様にもっと知っていただけるよう、宣伝を頑張っていく。 

 

（２）コミュニティバスの継続運行等について 

 ①１０月以降の運行継続について 
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議 長 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

  

委 員 

 

本市のコミュニティバスについては、利用状況や交通事業者への影響

の有無などを総合的に判断し、１年ごとに運行継続について議論するこ

ととしている。 

本年５月に書面表決にて、10 月以降の運行継続についての承認を委員

の皆様からいただいた。 

現在、都タクシーをはじめ、その他関係機関の皆様において継続の手

続きを進めていただいているところである。 

 

②東山バス停を通るルートについて 

昨年４月に東山を通る路線バスが大幅に減便となった。このことにつ

いて昨年12月にはバスの増便を求める旨の請願が市議会において採択さ

れ、本年６月の市議会においては「東山のバス停を通るよう、ぐるっと

むこうバスのルートを試験的に変更すること」を検討してはどうか、と

いう質問があった。 

既存の路線バスが走るルートに、コミュニティバスを走らせることに

ついては、路線バスのさらなる減便を招かないということが、前提では

ありますが、市民の利便性の向上や、多額の追加費用をかけずコミバス

のルートを変更することで地域の移動手段を確保することができないか

と考えており、事業者をはじめ関係機関と早急に検討を進めてまいりた

い。 

そして、具体的なルートについては未定であることから、ルート案が

整ったところで次回の会議にて皆様にお諮りしたいと考えている。 

個別のルートについて意見等あれば、後日でも結構なので事務局に寄

せていただきたい。 

なお、10 月以降のコミュニティバスの運行継続とは別のスケジュール

であり、現在のルートで１年更新を行い、それ以降に東山のバス停を通

るルートについて、検討をして参りたいと考えている。 

 

事務局からの説明ついて、なにかあれば発言いただきたい。 

 

昨年の１２月議会で、寺戸町大牧の方々からのバス増便を求める署名

請願が採択されてから東山バス停を通るルートの提案までの間、市はど

のようなことをしていたのか。 

 

まず、このような請願が上がったということを、阪急バス株式会社や

委員の皆様にご報告させていただき、その後、阪急バス株式会社へ継続

運行のお願いや便数調整の可否、経費等をお聞きした。 

 

このルートについて、東山バス停を通ってからのルートはどこを通る

のか。 
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事務局 

 

  

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

まだルートについては検討をしているところである。まずは、大牧方

面へコミュニティバスを通すことの検討を進めることについて承認いた

だきたい。 

 

このルートについて、北ルート・南ルートの両方ということか。 

 

それもこれから検討していきたいと考えており、様々な制約が出てく

ると思われるが、一つ一つ確認しながら話を進めていきたい。 

 

感想になるが、様々な事業者から現況を聞き、工夫された会社経営や

公共交通を守っていただいてることに対し、本当に敬意を表したい。 

その中で、国が不要不急の外出自粛を呼び掛け、行動の制約をしてい

る中で、市民に対して公共交通を守るために乗ってほしいというのは矛

盾しており、非常に難しい状況である。 

また、10 月からのコミュニティバスの運行も継続にはなったが、この

コロナ禍という非常に特殊な場面でもあり、この現状だけで判断するの

は困難であり、今後もこの状況がいつまで続くのか分からない中で、ど

のようにして公共交通を維持していくのかが難しい課題であると感じ

る。 

また、高齢者への宣伝について、外出が少なくなってきていることか

ら回覧板や様々な掲示板を利用することの必要性も感じた。 

最後に、タクシーやバス利用者からの話で、乗客の降車後の消毒につ

いて気になるとあり、その部分もしっかりと対策していると宣伝がされ

ていれば利用者も安心して乗車できるかと思う。 

 

ご降車いただく度に万全に、安全を期して消毒を行っているので、ご

安心してご乗車いただける環境である。そのあたりをしっかり宣伝する

ようにしたい。 

今後も新たな方法等があれば、積極的に導入したいと思っている。 

少なくとも現在は、ご降車いただいたあとに丁寧な消毒を行っている

ので、ご安心いただければと思う。 

 

各事業者は工夫をして、安全で衛生的な状態を保つことに気を配って

いる。このようなことについて情報発信を行っていくことも重要である。 

市民が自由に外出できるようになった時には公共交通がなくなってい

たという状況をどうやって避けるか、またどう支えていくかを考えてい

かなければならない。 

 

1995 年から 10 年間、収入が減少しているにも関わらず走行距離を確保



 - 8 -

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

されていたが、高齢者が増え、免許返納されている中で走行距離を 10 年

以上下げずに頑張っておられたのに収入が減少していく原因を分析され

ているのかをお伺いしたい。 

 

少子高齢化と、自転車や自家用車など、個別の交通手段の使用が影響

しているかと思う。 

また、場所によっては渋滞で定時性が確保できずバス離れが起こって

しまい、収入が減少していった。 

ちなみに 2014 年で大きく落ち込んでいるが、これは阪急電鉄の西山天

王山駅が完成した時で、その時に乗客数も大きく落ち込み、輸送力も調

整させていただいた。 

 

資料 10 ページ目のグラフで後半の数年間、走行距離は減少しているも

のの微妙に収入が増えているのは、運賃の値上げ分か。 

 

一昨年の５月に運賃の値上げをしたので、2019 年度で若干増えている。 

また、2016 年から 2017 年にかけて増えているのは、長岡京市内の事業 

所が、沿線に事業所を設けたことによって通勤する方が増加したことが

要因である。 

 

 

 

 

 

 

 

 


